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ふぁくと（販売所）ふぁくと（販売所）

街かどカフェ　にっこにっこ街かどカフェ　にっこにっこ

　昨年店内では、資格を取得したにっこにっこ倶楽部の職員

が利用者さん向けに福祉ネイルを初めて実施しました。爪を

磨いてもらい、自分で好きなマニキュアの色を選び、さらに

爪に描いてもらうデザインも選びました。

　ネイルアートは初めてという方ばかりでした。仕上がった

際は、皆さんには嬉しさあふれる笑顔が見えました。普段の

お仕事から離れ、癒しも感じられる特別なひとときとなった

ようです。

　新年度の慌ただし

さも落ち着いた頃で

しょうか。もうすぐ

大型連休ですね。

　ふぁくとでは移動

販売を始め、近隣の

幼稚園や保育園、市

役所を回っています。

またイベントも再開

し、少しずつですが

コロナ前に戻ろうとしています。

　地域とのつながりや人と交流が出来る、そん

な当たり前だったことが嬉しく思います。カタ

クリさくらまつりでは、後半天候にも恵まれ、

人の多さに驚きました。花咲く春が過ぎ、新緑

の風が心地よいそんな季節ですが、体調を崩さ

れませぬよう、くれぐれもご自愛ください。

にっこにっこファクトリーにっこにっこファクトリー

　にっこにっこファクトリーでは、電線と部品の組立、

ボルト製品の袋詰め、美容雑誌の化粧品サンプルの袋詰

めなど様々な軽作業に取り組んでいます。

　細かい作業もありますが、みんなで協力し合いながら、

納期に間に合うように励んでいます。１つ１つの作業を

丁寧に、納品先に「さすが、ファクトリー！！」と思っ

ていただけるように、これからも頑張ります。



理事長ご挨拶理事長ご挨拶

　今から１０年前、地域福祉に貢献したいという思いで就

労継続支援Ｂ型事業所を開所して街の中から笑顔と見える

化を実践しながら当初は利用者の社会参加を、そして現在

は社会貢献を意識した活動を日々行っています。

　節目の１０年となる令和５年度がスタートし、当法人の

中期計画「るるる戦略（高める・創る・変える）を実践す

るため、今年度は「より高く・より良く」をテーマとして、

職員・利用者と共に実践活動を通し明日の福祉と関わる人

たちの生活の質の向上を目指し、「温故知新」で新たな次

のページに向かって邁進いたします。

　引き続き皆様方の温かいご支援をお願いします。

　　節目の１０年で「温故知新」と

いう論語を思い出しました。世の中は

デジタル化とＩＴ化が進み、利便性や

物事を進めるスピードが大変向上して

便利になっています。一方で昔から変

わらないものがあります。それは、

「最後は人」ということです。さて、

　　故きを温ねるには「初心を振り

　　　返る」ことと「本を読む」

　　　　　ことが一番かな。

コラム (ひとりごと）

街なか作業所　にっこにっこ倶楽部街なか作業所　にっこにっこ倶楽部

　にっこにっこ俱楽部は、今年で立ち上げから丸１０年になります。今は
3種類の下請けの作業と自主事業のカフェ、そして、ずっと中心に据えて

行なってきた農作業、野菜作りを行なっています。耕作放棄地の圃場 (畑 )

を使って野菜作りを行なっていますが、この度、三年間使ってきた笠懸町

阿左美の圃場から大間々町塩原の圃場に場所を移すことになりました。メ

インの圃場の移動というのは、簡単なことではありません。ビニールハウ

ス、倉庫 (車庫 )、【今回は自分たちで一から工夫しながら作りました】。

水道・トイレ等の水回り、電気等の設備を整えたりするだけでなく、安全

安心の無農薬・有機野菜を作るためには土作りがとても重要で、手作りボ

カシ肥料を使い、耕運し、時間をかけて、おいしい野菜の収穫できる畑に

していく必要があります。また、気温、雨量、風、日照時間等気象条件も

違うため、日々、試行錯誤しながら、工夫し、額に汗しながら様々なおい

しい野菜作りを一年を通して行なっていきたいと思います。
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●街なか作業所　にっこにっこ倶楽部
　　　街かどカフェ　にっこにっこ（出張所）
●にっこにっこファクトリー
　　　ふぁくと（販売所）
●ホームかたくり 共同生活援助事業所


